冗長な補助文による伝達度のシミュレーション by 長瀬, 久明
冗長な補助文による伝達度のシミュレーション
長 瀬 久 明
(兵庫教育大学)
統計的機械翻訳は多くの言語を翻訳の対象にできる｡ しかし､ その翻訳精度は未だ十分ではない｡ 本研究は伝達度を改善
するために補助文を考え､ 簡単なシミュレーションを行った｡ その結果､ 補助文は翻訳精度が余り良くない言語ペアにおい
て､ とくに有効に働くことが示唆された｡
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数は2011年現在､ 約60に達している｡ しかし､ どちらの
方式も誤訳を無視できる精度には達していない｡ 統計的









クティビィティ (相互作用性) を提案している[4]｡ また､
山本もこれに似た尺度として伝達度と､ 伝達度を高める
























｢ハリケーン ｢アイリーン｣ は力を弱めた｡ しかし27人
が死んだ｡ ほかに約500万戸が停電した｡｣ (短文化)






















味を保持している場合 (正しく翻訳された場合) か､ あ
















































の順に読むことになる｡ ただし､ 誤訳は文ごとに､ お互
いに独立に発生するものと仮定した｡ 誤訳される割合
が05なら､ 正しく翻訳される割合も05である｡ ここ
で､ 番目の文と､ その補助文とが､ すべて誤
訳である割合は､ ３＝05３＝0125 となる｡ 逆に､ ３文
中少なくとも１文が正しく翻訳される割合は１－0125＝
0875である｡ 誤訳かどうかは正しく判断できると仮定
したので､ 各文は８割以上､ 伝達できる｡ 全14文中では､
































































Ⅰ ある言語 (文化､ あるいは民族) では､ ある意味の




Ⅱ 表現 (明示) せず､ 暗示する習慣になっていて､ 状
況あるいは文脈に伝達を任せる場合がある｡ どのよ
うな内容を暗示するかは､ 言語の特徴による｡










































図２ 補助文のＷｅｂへの応用 (左：手作業､ 右：支援ソフト)
